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1.  平成25年12月期第1四半期の連結業績（平成25年1月1日～平成25年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年12月期第1四半期 78,818 2.0 5,285 △6.1 5,851 △3.7 3,881 25.1
24年12月期第1四半期 77,272 5.0 5,629 24.3 6,077 25.6 3,103 20.3

（注）包括利益 25年12月期第1四半期 8,324百万円 （54.5％） 24年12月期第1四半期 5,388百万円 （100.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年12月期第1四半期 32.82 ―
24年12月期第1四半期 26.24 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年12月期第1四半期 273,119 160,444 57.8 1,335.13
24年12月期 258,461 153,069 58.3 1,273.53
（参考） 自己資本   25年12月期第1四半期  157,919百万円 24年12月期  150,633百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年12月期 ― 7.50 ― 7.50 15.00
25年12月期 ―
25年12月期（予想） 7.50 ― 7.50 15.00

3. 平成25年12月期の連結業績予想（平成25年 1月 1日～平成25年12月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 150,000 3.2 6,500 △3.7 6,800 △6.0 3,700 15.2 31.28
通期 280,000 1.5 5,800 19.5 6,300 2.6 3,300 35.9 27.90



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(注)当第１四半期連結会計期間より減価償却方法の変更を行っており、「会計方針の変更を会計上の見積りの変更と区別することが困難な場合」に該当し
ております。詳細は、添付資料４ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧くださ
い。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、【添付資
料】４ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年12月期1Q 128,742,463 株 24年12月期 128,742,463 株
② 期末自己株式数 25年12月期1Q 10,462,632 株 24年12月期 10,462,282 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年12月期1Q 118,280,000 株 24年12月期1Q 118,281,339 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

（単位：百万円）

  

 当第１四半期連結累計期間（平成25年１月１日から平成25年３月31日まで）におけるわが国経済は、新政権への期

待感を背景に、円安基調への転換や株価上昇等、企業を取り巻く環境に明るい兆しが見え始めました。しかしなが

ら、実体経済への本格的な波及に関しては懐疑的な見方もあり、また輸入原材料価格の高騰に伴う商品価格上昇も予

想されるため、依然として不透明な状況で推移しました。 

 このような状況のもと当社グループは、国内・海外を両輪とする「アジア企業」として持続的成長を図る方針のも

と、元来の強みであるバリューチェーンを、国内においては再度磨き直し、海外においては各国の事情に合わせて構

築する等、さまざまな戦略を実行してまいりました。 

 こうした中、当社グループの業績は、売上高は前年同期比2.0％増の788億円となりました。当期の売上増の主たる

要因は、国内におけるオフィス家具販売が好調に伸長したことにあります。利益面では、増収及びコストダウンによ

る総利益増加があったもののシェア拡大に伴う競争激化や海外事業における経費増加により、営業利益は前年同期比

6.1％減の52億円となりました。経常利益は円安による為替差益があり、58億円と前年同期比3.7％減にとどまりまし

た。特別利益として投資有価証券売却益２億円を計上したこと等（前年同期は特別損失６億円を計上）により、四半

期純利益は前年同期比25.1％増の38億円となりました。 

  

セグメント別の状況 

（単位：百万円）

※当第１四半期連結累計期間より事業会社との費用（グループ経営運営料）負担方法を改定しております。これによ

り、当第１四半期連結累計期間のセグメント利益は、ステーショナリー関連事業で86百万円、ファニチャー関連事業

で189百万円それぞれ増加し、通販・小売関連事業で149百万円減少しております。 

  

（ステーショナリー関連事業） 

 ステーショナリー関連事業に関しましては、国内では「お客様に商品が選ばれ続ける圧倒的な存在」になること、

海外では「中国、インド、ベトナム各国において№１のメーカー」へと成長することにより、アジア№１のステーシ

ョナリーメーカーとしての地位を確立することを目指しております。 

 国内市場に関しましては、高付加価値商品の開発と既存商品の価値拡大に努めましたが、需要停滞や流通環境の変

１．当四半期決算に関する定性的情報

  

  

平成24年12月期 

第１四半期 

平成25年12月期 

第１四半期 
増減率（％） 

売上高  77,272  78,818  2.0

営業利益  5,629  5,285  △6.1

経常利益  6,077  5,851  △3.7

四半期純利益  3,103  3,881  25.1

  
平成24年12月期 

第１四半期 

平成25年12月期 

第１四半期 
増減率（％） 

ステーショナリー関連事業 
売上高  26,779  25,894  △3.3

営業利益  3,369  3,266  △3.0

ファニチャー関連事業 
売上高  31,236  32,931  5.4

営業利益  2,071  2,299  11.0

通販・小売関連事業 
売上高  26,919  27,186  1.0

営業利益  729  370  △49.2

調整額 
売上高  △7,663  △7,193 - 

営業利益  △540  △651 - 

合計 
売上高  77,272  78,818  2.0

営業利益  5,629  5,285  △6.1
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化の影響により厳しい状況で推移しました。 

 海外市場に関しましては、中国、インド、ベトナムで成長する内需を獲得するために、バリューチェーンの構築を

推進してまいりました。 

 このような状況のもと、売上高は国内事業の減収により前年同期比3.3％減の258億円となり、営業利益は前年第３

四半期に竣工した上海工場稼動に伴う経費を計上したことにより、前年同期比3.0％減の32億円となりました。 

  

（ファニチャー関連事業） 

 ファニチャー関連事業に関しましては、お客様のニーズに対応したバリューチェーンを構築することで、収益の拡

大を図っております。 

 国内市場に関しましては、民間オフィス、医療、教育、官公庁市場におきまして、製販連携による積極的なソリュ

ーション提案を展開し、前年第２四半期から継続して前年同期を上回る業績で推移しました。 

 海外市場に関しましては、中国におきまして、内陸部での代理店の開拓や大都市圏での直販の強化による販路拡

大、現地ニーズを汲み取った商品の開発を推進しました。 

 このような状況のもと、売上高は国内事業の増収により前年同期比5.4％増の329億円となり、営業利益は、シェア

拡大に伴う競争激化や先行投資による海外事業の利益率悪化があったものの国内事業の増収に伴う売上総利益の増加

により前年同期比11.0％増の22億円となりました。 

  

（通販・小売関連事業） 

 通販事業に関しましては、カウネットにおきまして、商品の特長やサイズが一目で分かる選びやすいカタログが前

号に引続きお客様に支持を得たほか、オフィス用品一括購買システム「ウィズカウネット」が好調に推移しました。 

 小売（インテリア・生活雑貨の販売）事業に関しましては、アクタスやザ・コンランショップにおきまして、品揃

えの改善・強化やサービスレベルの向上等を推進しました。 

 このような状況のもと、売上高は営業日が前年同期と比べて３日間少なかった影響により通販事業の売上が横ばい

となったものの、セグメント全体としては前年同期比1.0％増の271億円となり、営業利益は事業会社と当社の費用負

担方法の改定（※）やシステム関連費用の計上により前年同期比49.2％減の３億円となりました。 

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産に関する分析  

当第１四半期連結会計期間末の総資産は2,731億円となり、前連結会計年度末に比べ146億円増加しました。流動

資産は1,333億円で、前連結会計年度末に比べ90億円増加しました。主な要因として、受取手形及び売掛金が118億

円、商品及び製品が19億円、前連結会計年度末に比べそれぞれ増加した一方、有価証券が54億円減少したためであ

ります。固定資産は1,397億円となり、前連結会計年度末に比べ56億円増加しました。主な要因として、有形固定

資産は683億円と前連結会計年度末に比べ５億円、投資その他の資産は599億円と前連結会計年度末に比べ51億円そ

れぞれ増加したためであります。 

 当第１四半期連結会計期間末の負債は1,126億円となり、前連結会計年度末に比べ72億円増加しました。流動負

債は729億円となり、前連結会計年度末に比べ54億円増加しました。固定負債は397億円となり、前連結会計年度末

に比べ18億円増加しました。 

 当第１四半期連結会計期間末の純資産は1,604億円となり、前連結会計年度末に比べ73億円増加しました。主な

要因として、利益剰余金が29億円、その他有価証券評価差額金が35億円、為替換算調整勘定が６億円、前連結会計

年度末に比べそれぞれ増加したためであります。   
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②キャッシュ・フローの状況に関する分析  

 当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は303億円であり、前連結会

計期間末に比べ53億円の資金減となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

 当第１四半期連結会計期間の営業活動により獲得した資金は１億円（前年同期比４億円の収入減）となりまし

た。これは、主として税金等調整前四半期純利益61億円、減価償却費16億円、賞与引当金の増加14億円の資金収

入、売上債権や仕入債務の増減55億円、棚卸資産の増加21億円、法人税等の支払10億円の資金支出等があったこと

によるものであります。  

（投資活動によるキャッシュ・フロー）  

 当第１四半期連結会計期間における投資活動により支出した資金は１億円（前年同期比３億円の支出増）となり

ました。これは、主として投資有価証券の取得、売却による９億円の資金収入、設備投資10億円の資金支出等があ

ったことによるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）  

 当第１四半期連結会計期間における財務活動により支出した資金は56億円（前年同期比45億円の支出増）となり

ました。これは、主として長期借入金の返済50億円、配当金の支払額９億円の資金支出等があったことによるもの

であります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成25年12月期の業績予想は平成25年２月13日に発表いたしました「平成24年12月期 決算短信」に記載の業績

予想から変更はございません。 

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用の計算 

 税金費用の算定については、「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」第19項の規定により、「中間財 

務諸表等における税効果会計に関する実務指針」第12項（法定実効税率を使用する方法）に準じて計算しておりま

す。 

 なお、法人税等調整額は「法人税等」に含めて表示しております。 

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

 当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成25年１月１日以後に

取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。 

 なお、これによる損益に与える影響は軽微であります。 

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年12月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 17,526 17,969

受取手形及び売掛金 53,315 65,165

有価証券 18,526 13,031

商品及び製品 24,840 26,836

仕掛品 1,465 1,662

原材料及び貯蔵品 3,108 3,358

その他 5,590 5,384

貸倒引当金 △90 △72

流動資産合計 124,283 133,336

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 20,448 20,350

土地 34,998 35,020

その他（純額） 12,387 12,991

有形固定資産合計 67,834 68,363

無形固定資産   

のれん 809 809

その他 10,685 10,647

無形固定資産合計 11,494 11,456

投資その他の資産   

投資有価証券 37,081 42,226

その他 18,608 18,566

貸倒引当金 △840 △829

投資その他の資産合計 54,849 59,963

固定資産合計 134,178 139,783

資産合計 258,461 273,119
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年12月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 42,769 49,182

短期借入金 7,201 7,810

1年内返済予定の長期借入金 5,039 40

未払法人税等 1,016 1,217

その他 11,468 14,698

流動負債合計 67,496 72,948

固定負債   

社債 10,000 10,000

長期借入金 14,359 14,387

退職給付引当金 4,041 4,169

その他 9,494 11,169

固定負債合計 37,895 39,727

負債合計 105,391 112,675

純資産の部   

株主資本   

資本金 15,847 15,847

資本剰余金 19,068 19,068

利益剰余金 128,643 131,637

自己株式 △14,334 △14,334

株主資本合計 149,223 152,218

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,885 5,475

繰延ヘッジ損益 △0 2

為替換算調整勘定 △476 223

その他の包括利益累計額合計 1,409 5,701

少数株主持分 2,436 2,524

純資産合計 153,069 160,444

負債純資産合計 258,461 273,119
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 
 至 平成25年３月31日) 

売上高 77,272 78,818

売上原価 50,236 51,792

売上総利益 27,036 27,026

販売費及び一般管理費 21,406 21,740

営業利益 5,629 5,285

営業外収益   

受取利息 56 65

受取配当金 55 49

不動産賃貸料 383 390

持分法による投資利益 9 19

デリバティブ評価益 123 4

為替差益 136 436

その他 273 272

営業外収益合計 1,038 1,238

営業外費用   

支払利息 155 124

不動産賃貸費用 122 123

その他 313 424

営業外費用合計 590 672

経常利益 6,077 5,851

特別利益   

投資有価証券売却益 － 235

子会社株式売却益 － 26

特別利益合計 － 261

特別損失   

固定資産除却損 174 －

固定資産売却損 408 －

減損損失 45 －

特別損失合計 628 －

税金等調整前四半期純利益 5,448 6,112

法人税等 2,325 2,247

少数株主損益調整前四半期純利益 3,123 3,865

少数株主利益又は少数株主損失（△） 19 △15

四半期純利益 3,103 3,881
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 
 至 平成25年３月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 3,123 3,865

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 1,666 3,589

繰延ヘッジ損益 9 1

為替換算調整勘定 584 867

持分法適用会社に対する持分相当額 3 0

その他の包括利益合計 2,265 4,458

四半期包括利益 5,388 8,324

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 5,224 8,173

少数株主に係る四半期包括利益 164 150
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 
 至 平成25年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 5,448 6,112

減価償却費 1,664 1,645

減損損失 45 －

のれん償却額 28 15

貸倒引当金の増減額（△は減少） △42 △32

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,444 1,424

退職給付引当金の増減額（△は減少） 132 128

受取利息及び受取配当金 △112 △115

支払利息 155 124

持分法による投資損益（△は益） △9 △19

固定資産売却損益（△は益） 352 0

固定資産除却損 197 19

投資有価証券売却損益（△は益） △22 △235

デリバティブ評価損益（△は益） △123 △4

売上債権の増減額（△は増加） △12,460 △11,647

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,503 △2,131

仕入債務の増減額（△は減少） 5,922 6,136

その他 1,124 △111

小計 2,242 1,310

利息及び配当金の受取額 112 112

利息の支払額 △256 △162

法人税等の支払額 △1,412 △1,063

営業活動によるキャッシュ・フロー 686 197

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △438 △734

有形固定資産の売却による収入 1,178 20

無形固定資産の取得による支出 △322 △361

投資有価証券の取得による支出 △703 △520

投資有価証券の売却による収入 533 1,467

子会社株式の取得による支出 △129 △54

子会社株式の売却による収入 － 116

短期貸付金の増減額（△は増加） 58 18

長期貸付けによる支出 △120 △100

長期貸付金の回収による収入 175 243

その他 △33 △244

投資活動によるキャッシュ・フロー 198 △151

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 182 549

長期借入金の返済による支出 △74 △5,010

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △891 △890

少数株主への配当金の支払額 △26 △25

リース債務の返済による支出 △231 △235

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,040 △5,612
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 
 至 平成25年３月31日) 

現金及び現金同等物に係る換算差額 229 263

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 74 △5,302

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 304 －

現金及び現金同等物の期首残高 26,182 35,629

現金及び現金同等物の四半期末残高 26,560 30,327
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該当事項なし 

   

 該当事項なし 

   

［セグメント情報］ 

Ⅰ．前第１四半期連結累計期間（自 平成24年１月１日 至 平成24年３月31日） 

１ 報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報   

(単位：百万円)

（注）１ セグメント利益の調整額△540百万円には、セグメント間取引消去及び全社費用が含まれている。 

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社本社の管理部門に係る費用等である。 

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。 

    

Ⅱ．当第１四半期連結累計期間（自 平成25年１月１日 至 平成25年３月31日）  

１ 報告セグメントごとの売上高および利益または損失の金額に関する情報   

 (単位：百万円)

（注）１ セグメント利益の調整額△651百万円には、セグメント間取引消去及び全社費用が含まれている。 

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社本社の管理部門に係る費用等である。  

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。 
  

２ 報告セグメントの変更等に関する事項 

 会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、当第１

四半期連結会計期間より、平成25年１月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく

減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後の法人税法に基づく方法に変更してい

る。 

 なお、これによる当第１四半期連結累計期間のセグメント損益に与える影響は軽微である。 

   

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）セグメント情報等

  
  

報告セグメント 
調整額 
(注１)  

四半期連結 
損益計算書 
計上額(注２)

ステーショナリー
関連事業  

ファニチャー 
関連事業 

通販・小売 
関連事業  

計 

売上高       

外部顧客への売上高  22,151  30,481  24,639  77,272  ―  77,272

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 4,628  754  2,280  7,663  △7,663  ―

計  26,779  31,236  26,919  84,934  △7,663  77,272

セグメント利益  3,369  2,071  729  6,169  △540  5,629

  
  

報告セグメント 
調整額 
(注１)  

四半期連結 
損益計算書 
計上額(注２)

ステーショナリー
関連事業  

ファニチャー 
関連事業 

通販・小売 
関連事業  

計 

売上高       

外部顧客への売上高  21,402  32,269  25,147  78,818  ―  78,818

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 4,492  662  2,039  7,193  △7,193  ―

計  25,894  32,931  27,186  86,012  △7,193  78,818

セグメント利益  3,266  2,299  370  5,937  △651  5,285
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